
12月12月
　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
3
日

に
招
集
さ
れ
、
25
日
ま
で
の
23

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

幸
田
町
部
設
置
条
例
、
職
員

定
数
条
例
の
一
部
改
正
、
地
域

主
権
改
革
一
括
法
に
よ
る
条
例

化
な
ど
単
行
議
案
14
件
、
補
正

予
算
3
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
陳
情
9
件
を
審

議
し
、
1
件
を
採
択
、
8
件
を

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
委

員
会
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
3

件
が
提
出
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
国
の
私
学
助
成
の
増
額
と

拡
充
に
関
す
る
意
見
書
」
を
国

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
8
人
が
町

政
の
問
題
点
な
ど
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
に
基
づ
く

生
活
道
路
で
高
齢
者
、
障
が
い

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
す
る
行
政
組
織
に
す
る

た
め
、
総
務
部
を
企
画
部
と
総

務
部
に
、
健
康
福
祉
部
を
住
民

こ
ど
も
部
と
健
康
福
祉
部
に
分

割
す
る
。

Ｑ　

総
務
部
を
2
部
に
分
け
る

目
的
は
。

Ａ　

町
の
将
来
を
見
据
え
た
と

こ
ろ
は
企
画
部
で
、
内
部
的

な
庶
務
や
財
政
は
総
務
部
と

し
権
限
を
集
中
さ
せ
な
い
た

め
。

Ｑ　

縦
割
行
政
の
弊
害
が
い
わ

れ
る
中
、
部
・
課
を
増
設
す

る
理
由
は
。

Ａ　

1
階
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
と
子
ど
も
支
援
窓
口
な

ど
を
全
面
に
出
し
て
い
く
た

め
。（

反
対
1
賛
成
13
で
可
決
）

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
職
員
定
数
（
枠
）
現

行
３
３
２
人
か
ら
３
６
０
人
に
す

る
。

Ｑ　

定
数
増
の
必
要
性
と
具
体

的
な
想
定
部
署
は
。

Ａ　

行
政
需
要
に
応
え
て
い
く

　

た
め
の
非
常
勤
を
増
や
し
て

定 例 会 の
あ ら ま し
定 例 会 の
あ ら ま し

組
織
の
機
構
改
革

わ
か
り
や
す
い
体
制
づ
く
り

　

き
た
が
、
保
育
士
の
正
規
雇

　

用
と
消
防
職
員
の
増
員
を
図

　
って
い
く
。

Ｑ　

職
員
増
に
よ
る
人
件
費
が

増
え
る
が
採
用
計
画
は
。

Ａ　

各
年
齢
の
職
員
が
平
準
化

す
る
よ
う
、
定
年
退
職
補
充

を
含
め
毎
年
10
人
程
度
と
し

て
い
く
。
人
件
費
の
試
算
は

ま
だ
し
て
い
な
い
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

者
な
ど
が
多
く
利
用
す
る
道
路
。

Ｑ　

生
活
道
路
の
重
点
整
備
地

区
は
ど
こ
か
。

Ａ　

役
場
、
幸
田
駅
前
周
辺
で

段
差
解
消
と
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

整
備
を
す
す
め
て
い
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

入
居
者
の
資
格
と
収
入
基
準

を
国
に
準
じ
て
定
め
る
も
の
。

Ｑ　

月
額
15
万
８
０
０
０
円
の

収
入
基
準
で
は
応
募
制
限
で

入
居
の
道
を
と
ざ
す
。
２
０

０
９
年
以
前
の
20
万
円
に
も

ど
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

入
居
や
応
募
状
況
を
見
て

低
所
得
者
に
配
慮
し
た
。

（
反
対
２
賛
成
12
で
可
決
）

歳
入
（
主
な
も
の
）

子
ど
も
手
当
負
担
金

３
８
６
２
万
円

相
見
駅
整
備
仮
設
物
売
却
金

５
５
８
万
円

都
市
施
設
整
備
基
金
繰
入
金

６
５
３
０
万
円
減
額

相
見
駅
自
由
通
路
建
設
事
業

１
５
０
０
万
円
減
額

歳
出
（
主
な
も
の
）

相
見
駅
関
連
工
事
負
担
金

８
０
３
０
万
円
減
額

子
ど
も
手
当
、
児
童
手
当

５
５
５
０
万
円

欠
間
児
童
館
ト
イ
レ
改
修

３
２
万
円

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

３
２
０
万
円

私
立
幼
稚
園
入
園
料
補
助
金

６
０
万
円

役
場
庁
舎
停
電
対
策
電
源

整
備
工
事

１
５
０
万
円

Ｑ　

具
体
的
な
内
容
は
。

Ａ　

ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
停
電

時
の
電
源
対
応
。

Ｑ　

自
家
発
電
対
応
で
き
な
い

の
か
。

Ａ　

容
量
に
限
度
が
あ
り
、
公

共
情
報
を
確
保
す
る
た
め
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

介
護
保
険
特
別
会
計

　

１
１
０
万
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

１
２
０
万
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

幸
田
町
議
会
委
員
会
条
例
の一

部
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

幸
田
町
議
会
政
務
調
査
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の一部
改
正

（
反
対
１
賛
成
13
で
可
決
）

　

国
の
私
学
助
成
の
増
額
と
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 改装予定の１階フロアー

舗道のバリアフリー化（役場北）

国
か
ら
地
方
へ

権
限
移
譲
で
条
例
整
備

６
部
か
ら

８
部
制
に
変
更

移
動
等
円
滑
化
の

た
め
に
必
要
な

道
路
の
構
造
基
準

町
営
住
宅
条
例
の

一
部
改
正

職
員
定
数

条
例
の
改
正

国
か
ら
地
方
へ

権
限
移
譲
で
条
例
整
備

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　

１
６
８
８
万
円
減
額

特
別
会
計
補
正
予
算

議
員
提
出
議
案

陳　　情
○介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての陳情書
　陳情団体　愛知自治体キャラバン実行委員会

（反対 12 賛成２で不採択）
○生活保護基準の引き下げはしないことなど国に意見
書提出を求める陳情書
　陳情団体　愛知自治体キャラバン実行委員会

（反対 12 賛成２で不採択）
○安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善
大幅増員を求める陳情書
　陳情団体　愛知県医療介護福祉労働組合連合会

（反対 12 賛成２で不採択）
○介護職員処遇改善加算の継続、拡充を求める陳情
書
　陳情団体　愛知県医療介護福祉労働組合連合会

（反対 12 賛成２で不採択）
○「愛知県の福祉医療制度の存続・拡充を求める意
見書」の提出を求める陳情書
　陳情者　愛知県保険医協会

（反対 12 賛成２で不採択）
○国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求め
る陳情書
　陳情者　武石幸一

（全員賛成で採択）
○愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出を
求める陳情書
　陳情者　武石幸一

（反対 12 賛成２で不採択）
○私立高校生の父母負担を軽減し、学費の公私格差
を是正するために市町村独自の授業料助成の拡充
を求める陳情書
　陳情者　武石幸一

（反対 12 賛成２で不採択）
○保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書の採
択を求める陳情書
　陳情団体　「保険でより良い歯科医療を」愛知連絡会

（反対 12 賛成２で不採択）

議
会
議
長

　

池
田
久
男

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

議
会
議
長

　

池
田
久
男

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
、
日
本
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
り
数
々

の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
満
面
の
笑
顔
、

悔
し
涙
、
一
生
懸
命
に
プ
レ
ー
を
す
る
選
手
か

ら
は
、
感
動
を
も
ら
い
、
や
り
抜
く
こ
と
の
す

ば
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
方
々

も
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
大
災
害
の
発
生
に
備
え
、
県
外

の
１
市
３
町
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
び
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
安
全
・
安
心
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
と
、
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の

皆
様
の
代
表
と
し
て
の
責
務
と
役
割
の
重
大
さ

を
自
覚
し
、
決
意
新
た
に
更
な
る
取
り
組
み
を

す
す
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
25
年
１
月

2議会だより ●平成 25 年1月29日
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成
で
可
決
）

　

幸
田
町
議
会
政
務
調
査
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の一部
改
正

（
反
対
１
賛
成
13
で
可
決
）

　

国
の
私
学
助
成
の
増
額
と
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 改装予定の１階フロアー

舗道のバリアフリー化（役場北）

国
か
ら
地
方
へ

権
限
移
譲
で
条
例
整
備

６
部
か
ら

８
部
制
に
変
更

移
動
等
円
滑
化
の

た
め
に
必
要
な

道
路
の
構
造
基
準

町
営
住
宅
条
例
の

一
部
改
正

職
員
定
数

条
例
の
改
正

国
か
ら
地
方
へ

権
限
移
譲
で
条
例
整
備

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　

１
６
８
８
万
円
減
額

特
別
会
計
補
正
予
算

議
員
提
出
議
案

陳　　情
○介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての陳情書
　陳情団体　愛知自治体キャラバン実行委員会

（反対 12 賛成２で不採択）
○生活保護基準の引き下げはしないことなど国に意見
書提出を求める陳情書
　陳情団体　愛知自治体キャラバン実行委員会

（反対 12 賛成２で不採択）
○安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善
大幅増員を求める陳情書
　陳情団体　愛知県医療介護福祉労働組合連合会

（反対 12 賛成２で不採択）
○介護職員処遇改善加算の継続、拡充を求める陳情
書
　陳情団体　愛知県医療介護福祉労働組合連合会

（反対 12 賛成２で不採択）
○「愛知県の福祉医療制度の存続・拡充を求める意
見書」の提出を求める陳情書
　陳情者　愛知県保険医協会

（反対 12 賛成２で不採択）
○国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求め
る陳情書
　陳情者　武石幸一

（全員賛成で採択）
○愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出を
求める陳情書
　陳情者　武石幸一

（反対 12 賛成２で不採択）
○私立高校生の父母負担を軽減し、学費の公私格差
を是正するために市町村独自の授業料助成の拡充
を求める陳情書
　陳情者　武石幸一

（反対 12 賛成２で不採択）
○保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書の採
択を求める陳情書
　陳情団体　「保険でより良い歯科医療を」愛知連絡会

（反対 12 賛成２で不採択）

議
会
議
長

　

池
田
久
男

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

議
会
議
長

　

池
田
久
男

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
、
日
本
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
り
数
々

の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
満
面
の
笑
顔
、

悔
し
涙
、
一
生
懸
命
に
プ
レ
ー
を
す
る
選
手
か

ら
は
、
感
動
を
も
ら
い
、
や
り
抜
く
こ
と
の
す

ば
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
方
々

も
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
大
災
害
の
発
生
に
備
え
、
県
外

の
１
市
３
町
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
び
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
安
全
・
安
心
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
と
、
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の

皆
様
の
代
表
と
し
て
の
責
務
と
役
割
の
重
大
さ

を
自
覚
し
、
決
意
新
た
に
更
な
る
取
り
組
み
を

す
す
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
25
年
１
月

3 議会だより●平成 25 年1月29日


